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論文審査の要旨 

 

人工股関節全置換術（THA）後の神経損傷は臼蓋レトラクターによる神経の圧迫や直接

的な損傷が原因の一つと考えられている。本研究では、寛骨臼縁と大腿神経および坐骨

神経の解剖学的位置関係を股関節の動きを含めて調査することで、最適なレトラクター

挿入位置を検証し、THA 術中の神経損傷を防止することを目的とした。14 人の新鮮凍

結死体 28股関節を使用し、大腿神経および坐骨神経と寛骨臼縁の距離を測定した。寛骨

臼の前縁を 30°ごとに 5点、後縁を 30°ごとに 5点の合計 10点の測定点を設定し、股関

節を伸展位・中間位・屈曲位と変えながら最短距離を計測した。大腿神経は、伸展位に

おける 90度と 120度の点で臼蓋前縁に最も近づき、屈曲位の 30度の点で最も遠ざかる

結果となった。坐骨神経は、屈曲位で 90 度と 120 度の点において他の点と比較して坐

骨神経が臼蓋後縁に最も近づき、伸展位の 30 度と 150 度の点で最も遠ざかる結果とな

った。大腿神経と坐骨神経は 30°と 150°の点で臼蓋から有意に遠い位置を走行してお

り、この点にレトラクターを挿入することが安全と考えられる。公聴会では、麻痺が起

こるタイミング、神経とレトラクターとの距離以外の危険因子の有無、レトラクターの

圧の関与の重要性などについて問われ、臨床的所見を含めて適切に回答された。本研究

は、股関節の動きに関連した大腿神経と坐骨神経の解剖学的位置と動きに関する貴重な

洞察を提供し、本領域のさらなる発展に寄与するものと評価され、参考論文と合わせて

医学博士の学位に値する研究であると認める。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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